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【大阪】オフィス賃貸市場の概要（2024年2月～3月調査） 2024年4月
三菱UFJ信託銀行株式会社
不動産コンサルティング部

S・Aクラス成約賃料レンジの時系列比較（万円／坪）

（注）1. 時事テーマについては、東京・大阪・名古屋計27社の回答を集約

【S・Aクラス】

以下の基準を概ね満たすもの（原則）

①築20年以内

②駅から5分以内

③基準階面積500坪以上

④延床面積10,000坪以上

凡例

（賃料レンジの平均値により区分）

3.0万円以上/月・坪

2.0以上3.0万円未満/月・坪

2.0万円未満/月・坪

（マップ外エリア）
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マーケット総括

• 一定規模の供給があった中で、新規賃借、拡張
移転の動きは活発であり、空室は減少傾向。賃貸
市況はコロナ禍の影響からは脱したものと言える。

• 人材確保のための立地改善やイメージ向上を目
的とした移転は、梅田、淀屋橋のS・Aクラスオフィ
スを中心に活発化。今回調査において、梅田、淀
屋橋(御堂筋沿い)の成約賃料は4期連続で上昇。

• 一方で、竣工前の予定物件に対する動きは依然
として鈍い傾向にあり、うめきた2期や淀屋橋再開
発の影響が、今後注視される。

時事テーマ 1

移転理由の動向（対前期比） 単位：件数

想定テナント層のカーボンニュートラルに対する態度（規模・築年別）
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